
 

 

 

 

 

 

 

大阪府北部の地震を受けた 

緊急対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6 月 

 

熊 本 市 



 

ブロック塀等の安全対策に対する財政支援等 

 
【文部科学省・内閣府・総務省・国土交通省】 

 
 

今月 18 日に大阪府北部で発生した地震では、大阪府高槻市の小学校

においてブロック塀が倒壊し、登校中の児童が犠牲となる痛ましい事

案が発生しました。 

 

このことを受け、本市が管理する施設のブロック塀等を緊急に目視

点検しました。その結果、ブロック塀・擁壁・屋外トイレ等 121 か所

（115 施設）でひび割れ等が見られたことから、今後、詳細な調査を

行い、撤去や改修が必要な場合は早急に対応することとしています。 

 

また、平成 28 年熊本地震の際にも、民間所有のブロック塀の倒壊に

よる人身被害が発生しており、民間所有のブロック塀等の安全対策に

ついても推進していく必要があると考えております。 

 

今回大阪で発生したような事案は、大規模な地震が発生した場合に

は、全国どこででも起こりうるものであり、二度と同様の犠牲者を出

さないためにも早期の対応が必要です。 

 

つきましては、次のとおり要望いたします。 

 

一、学校施設のブロック塀等の安全対策については、補助対象事業費

の下限額（1 校あたり 400 万円以上）の撤廃と、緊急な工事等に

ついても補助対象となるよう柔軟な対策を講じていただきたい。

（文部科学省） 

 

一、学校施設以外の公共施設のブロック塀等の安全対策について、財

政支援を講じていただきたい。（内閣府・総務省） 

   

一、民間所有のブロック塀等の安全対策について、所有者の負担を軽

減する新たな助成制度を構築する等の対策を講じていただきた

い。（国土交通省） 

 

 



 

【本市が管理するブロック塀等の緊急目視調査結果（速報値）】 

構造物の種類 
今後詳細な調査

が必要なもの 
左記の主な理由 

ブロック塀・擁壁等 85 か所 ひび割れ、傾斜等 

記念碑・石造物等 22 か所 ひび割れ等 

東屋・屋外トイレ等 7か所 ひび割れ等 

その他  7 か所 ひび割れ等 

合 計 
121 か所 

（115 施設）  
 

※公共施設調査済み報告施設数 670 施設 

※上記のうち幼稚園・小学校・中学校・高等学校等のブロック塀については 

29 校の 40 か所が今後何らかの対策が必要であると判断。 

 

【平成 28年熊本地震におけるブロック塀の被害写真】 

●出水小学校            ●熊本競輪場（選手管理棟）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急目視調査（平成 30年 6月 19 日実施）時の写真】 

●奥古閑小学校           ●白川中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 


